
平成２３年度 アクションプログラムの取組事例

No．３

取 組 名 民有林と国有林合同の森林施業現地検討会

流 域 名 宗谷

森林管理署等 宗谷森林管理署

実 施 日 平成２３年１０月１２日

実 施 内 容 宗谷流域においては、宗谷流域森林・林業活性化協議会、宗
谷総合振興局と森林室、宗谷森林管理署等が連絡調整し、民有
林と国有林のフィールドを活用した合同の森林施業現地検討会
を毎年実施しています。

平成２３年度は１０月１２日に２３名が参加し、現地検討会
を実施しました。民有林の現場については、宗谷総合振興局森
林室が地材地消を促進するため豊富町内で取り組んでいる「登
録林分」(※)箇所の見学と意見交換、豊富町が地元材を使用し
設置した兜沼公園多目的交流施設の見学会を実施しました。

また、国有林については、豊富町内の国有林現場において、
高性能林業機械による伐倒から巻立までの一連の作業を見学
し、「低コスト・高効率作業システム」にかかる意見交換等を
行いました。

※「登録林分」について
宗谷総合振興局森林室では、地材地消を促進するため、住宅用材等へ

の利用可能な森林を登録し工務店や地域住民等へ情報発信し、需要者側
からの要望に対応可能とするとともに、森林所有者への施業意欲の喚起
を促すことを目的とした「登録林分」の取組みを実施しています。

反 響 等 民有林と国有林の関係者間で情報共有が図られてきているこ
とから、さらに連携を進めるるとともに、幅広く参加を呼びか
けていきたいと考えています。
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